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読者のみなさんいかがお過ごしで
しょうか？ この号が出る頃は，夏
真っ盛りです。オリンピックも開催
されているでしょう。今原稿を書い
ているのは 5 月で，日の照りつける
暑い日があるかと思えば，3 月下旬
並の涼しさになったりしております。
すでに，東日本大震災から 1 年数ヶ
月経過したところです。春の甲子園
では，東北勢の活躍が，東北の人々
に元気を与えました。復旧，復興に
は，物理的な支援だけでなく，声援
や励まし，祭りなどのイベントの復
活など，気持ちを浄化してくれるも
のも必要だと感じるこのごろです。

今回安全ということで除染につい
ても， 日本原子力開発機構　川妻
様，三菱重工業　佐藤様の関連報文
を掲載しております。放射能下での
施工や作業は建設施工の安全対策と
いう特集の中では，これまで取り上
げられたことはないと思います。きわ
めて特殊なものですが，現在建設業
界では最も関心の高い事の一つです。

巻頭言は，安全に造詣の深い堀野
先生にいただきました。

全体的な労働災害の状況を知るの
には，建災防の松本様の報文が役立
ちます。 労働安全衛生総合研究所
の高木様のドラグショベル事故分析
も汎用機械だけに興味深いものがあ
ります。

建設現場での安全対策について，
鉄道・運輸機構，JR 東日本，鹿島
建設㈱様にご協力いただきました。

建設機械そのものの安全対策の例
としては，高所作業車挟まれ防止装

置（西日本高速道路エンジニアリン
グ関西㈱），放射線遮蔽特殊フォー
クリフト（三菱重工業㈱）があります。
次の機会にはクレーンについても，
運転面での安全機器について最近の
傾向を紹介できればいいと思います。

安全システムとして，スマホによ
る運行管理（前田建設工業㈱），車
両検知システムおよび遠隔監視
Web 動画カメラ（エコモット㈱），
水中ポジショニングシステム（五洋
建設㈱）があります。既存の機器，
システムを現場で使いやすくするス
キルが求められています。

安全管理については，海外のビッ
グプロジェクトから 2 編，清水建設
㈱河田様，前田建設工業㈱佐藤様に
ご執筆いただきました。

このほか，興味ある題材のものも
いくつか候補に挙がっていました
が，今後に期待したいと思います。

安全といっても，漠然としてつか
み所がない面もあります。最近は，
なんといっても，大震災に対する安
全が言われております。これはいわ
ば，国民の安全といったものです。

建設業は，昔から災害の多い業種
として知られております。

建設機械の安全装置は，操作面，
危険情報の検知で進んでおり，管理
面での安全規制も厳重になされてい
ます。しかし，人間がやる以上，安
全の高度化と仕事の高度化，人間に
かかる負担の増加は，トレードオフ
の関係にあり，どこかで妥協点を見
いだす以外にありません。

内外の執筆者の方々には，快く執
筆をお引き受けいただきまことに有
り難うございました。

� （伊藤・江本）

8 月号「工場，プラント，生産設備の災害対策特集」予告
・東日本大震災を踏まえた危険物施設及び石油コンビナート施設の地震・津波対策
・建設会社における災害時の基礎的事業継続力認定
・地震・津波により被害を受けた建築物等の解体工事における留意事項
・‌�地震・津波に対応した非定常時・緊急時のための教育・訓練システム
　バーチャルリアリティ技術を活用した安全教育
・アンダーピニングによる稼働中工場基礎の補強工事
・供用中の沈埋トンネル直下地盤を対象とした液状化対策　カーベックス工法の施工実績
・液状化地盤上道路の変状防止対策　タフロードⓇ

・格子状地盤改良工法（TOFT 工法）の液状化対策効果と工場内での施工
・免震装置の信頼性
・バルーングラウト工法　既存施設直下および周辺地盤の液状化対策工法
・ウォータースクリーン
・CSG 製造プラントのユニット化　1 日で組立解体できる CSG 製造プラント

本誌上へ 
の広告は ㈱共栄通信社までお問い合せ下さい。
本社　〒 105-0004　東京都港区新橋 3-15-8（精工ビル 5F）　電話 03-5472-1801　FAX03-5472-1802　E-MAIL：info@kyoeitushin.co.jp
　　　担当　本社編集部　宗像 敏


